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［成果情報名］ アフリカ内陸低湿地における水田整備及び栽培技術のマニュアル 
［要約］ 食料不足が深刻なアフリカで、圃場湛水のための畦畔を備え、均平•代掻•苗移植等の

作業で特徴付けられる「アジア型水田稲作」の有効性を実証し、計画から維持管理、
施設の補修までの一連の整備技術及び栽培手法を分かりやすいマニュアルにまとめた。 
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［背景・ねらい］ 
アフリカでは、稲は伝統的に畦畔のない農地で散撒栽培されている。サワ（Sawah System）

と呼ばれる稲作技術に代表されるアジア型水田稲作（圃場湛水のための畦畔を備え、毎年の均平
•代掻作業、移植栽培、農器具を使った除草等を特徴とする）の内陸低湿地での有効性は徐々に
認識されつつある。西アフリカを代表してガーナ国において、東アフリカを代表してエチオピア
国において行った圃場での有効性検証のための実証調査を通じ、この技術をマニュアルにまとめ
た。ガーナ国アシャンテ州アファリ圃場では、伝統的稲作の収量 2.0ton/ha に対し、2011 年に
アジア型水田稲作で 4.2ton/ha を達成した。マニュアルには図版を多用し、普及に適したもの
としており有用性が高い。今後、アジア型水田稲作に取り組むアフリカ諸国、特に現在天水に依
存している低湿地水田（CARD によれば現在の面積は約 450 万 ha）での活用が期待される。 

 

［成果の内容・特徴］ 
1. アフリカにおける稲作の発展のためには、アジア型水田稲作は有効な技術である。ただし、用
水環境、品種、栽培技術の三者が総合的に整備される必要があることから、水利条件の異なる
複数の実証圃場を選定し技術の実証を行った。実証した技術の内容は、圃場選定の考え方、受
益農家の選定と組織化、耕耘機（又は役牛）の適切な利用方法、小規模取水施設、用水路・排
水路や畦畔の設置、圃場均平・代掻き（図 1参照）、移植（図 2参照）、適切な除草・施肥管理、
収穫後の管理（ポスト・ハーベスティング）等である。 

2. これらの水田整備技術、稲作栽培技術を実証調査の結果を反映しマニュアルとしてまとめた。
マニュアルは、(1) 前書き, (2) 圃場の選定, (3) 農民組織, (4) 圃場整備, (5) 稲栽培, (6) 耕運機
の利用, (7) 添付資料の 7章からなっている（表 1参照）。 

3. 今までアフリカにおける水田の圃場整備のマニュアルはなかった。地形・水資源の条件によっ
て異なる圃場整備を的確に行うため、水資源量、地形の傾きによって、(a) 堰・水路型、(b) ウ
ォーター・ハーベスティング型、(c) 用排分離型に３分類するなどの計画技術や、完成後の施
設の維持管理•補修技術を盛り込む等、計画から維持補修までの一連の技術が一冊にまとめら
れている。また、作業の流れ図（図 3参照）を使うなど図版を多用しているので、普及員等は、
アジア型水田の開発（１年目）と水田稲作（２年目以降）を容易に理解できる。 

 

［成果の活用面・留意点］ 
1. ガーナ国アシャンテ州では、実証調査圃場周辺農家が、既にアジア型水田稲作を実践している。 
2. 本マニュアルはカラー印刷とし、普及員用として英語で作成した。今後、JIRCAS ホームペー
ジ（http://www.jircas.affrc.go.jp/index.html）に掲載するとともに、CARD 加盟諸国等の政府機関
を通じて配布する。 

3. 機械修理技術の程度に応じて、耕耘機等の基幹農機導入時期を見極める必要がある。 



［具体的データ］ 

                  
 図 1  マニュアル活用による代掻き•均平      図 2  マニュアル活用による移植  

   （ガーナ国）                  （ガーナ国） 

表 1  マニュアルの章構成とその内容 

                  
図 3  圃場整備の流れ 
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章 内     容 

1. 前書き (1) 背景, (2) 経緯, (3) 調査内容, (4) 条件 

2. 圃場の選定 (1) 基礎調査, (2) 計画 

3. 農民組織 (1) 農民の組織化, (2) 組織活動の必要性, (3) 組織活動のポイント, (4) 土地貸借契約 

4. 圃場整備 (1) 開田, (2) 水路工事, (3) かんがい水路の勾配, (4) 水路工事の手順, (5) 水路工事の材料, 

(6) 田越しかんがい, (7) 排水路, (8) 取入口, (9) 分水工, (10) ため池, (11) 圃場整備, (12) か

んがい施設の維持管理, (13) かんがい施設の補修 

5. 稲栽培 (1) 稲作の基礎知識, (2) 栽培暦, (3) 圃場の準備作業, (4) 生育期, (5) 栄養生殖期, (6) 登熟

期, (7) 収穫, (8) 収穫後管理, (9) 栽培上の問題点 

6. 耕耘機の利用 (1) 耕耘機利用の効果, (2) 耕耘機の操作法, (3) 耕耘機のメンテナンス, (4) 農民組織による耕

耘機の利用 

7. 添付資料 土地貸借契約の事例, 耕耘機利用契約の事例 他 


